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　JＡレーク滋賀は、地域になくてはならないJＡであり続ける
ため、組合員との徹底した対話を通じ、改革の取組みと成果に
ついて評価を把握し、次の改革につなげることでPDCAサイクル
を回し、総合事業を基本として「不断の自己改革」に取り組んで
います。

　CE（カントリーエレベーター）では利用者の利便性を確保したうえで
施設間籾輸送方式（サテライト）の実施を行いました。今年度は草津CEか
ら守山CEへのサテライトを実施。令和６年度は伊香立CEとマキノCEで
サテライトを実施予定です。

共同利用施設の再編整備の検討再編強化の検討・実施

ＪＡ経営基盤 の 確立・強化

農家組合員の所得増大 ・ 農業生産の拡大

▲２月２６日（月）オープンの治田支店（栗東市小柿６丁目10-37） ▲３月２５日（月）オープン予定の守山支店 完成イメージ

▲草津地区での地場検査の様子

令和５年産米に特別支援
　令和５年産米は、高温障害などによる著しい品質低下
と大幅な減収、生産コストの高止まりが重なり、農業経
営が圧迫される厳しい状況となりました。当JAは、農業
経営支援として出荷者に対し、１俵 （60㎏）当たり500円
の特別追加払いを実施しました。

▲草津地区での地場検査の様子 ▲栽培研修会

▲定植作業（8月下旬～ 9月上旬） ▲目合わせ（11月）

販売高10 0億円に向けた生産振興

　新たな営農事業モデルの確立に向け、管内の農家や集落
営農組織などを中心に複合経営の取組みを推進し、農家の
所得増大と農業生産の拡大を目指しています。
　当JAは、新たな農業経営の柱として「ブロッコリー」を
統一の戦略品目と位置づけ、今年度試験栽培に取り組みま
した。

営農指導担当者による提案型営農指導
　水稲防除に引続き、大津北・南
で所有しているドローンを活用
して、生産者から要望のあった大
豆（草津地区）、キャベツ（新旭地
区）の委託防除を実施しました。
　今後も、TACと各営農経済セン
ターが連携して様々な農産物の
防除や施肥の委託作業を実施し
ていきます。

生穀物（コンテナ）は、ＪＡ
がトラックでサテライト
受入カントリーまで輸送
し、荷受・計量・乾燥・籾摺・
調製などの作業を行います。

管内各地区でスマート
農業を実践しています。

これからも地域と共に

JAレーク滋賀の r y& A c tionr y& A c tion

８月に栽培研修会を実施
し、管内各地区で定植開始。
11月の収穫にあわせて目合
わせを実施しました。

今後も、当JAのスケールメリット
を活かしてＪＡ直売米や契約栽培
米の取扱いを拡大し、農業者の所得
増大に向け取り組んでいきます。

　施設の在り方を検討し、支店を含めた
施設再編の計画を策定し、実施するため
協議を重ねています。
　２月に治田支店、小柿支店が統合し
「治田支店」がオープン。３月には吉身支
店、河西支店、守山支店が統合し「守山支
店」がオープンします。
　また、遊休不稼働資産については引き
続き、現況を調査し帳簿残高・固定資産
税評価・路線価等を算出し今後の方向性
を決定する準備を行っています。

はるた

もりやま
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アンケートにご協力
ありがとうございました。

　JA自己改革の重要課題である「農家組合員の
所得増大」「地域農業の生産拡大」の実現に向け
て役員とTACによる担い手訪問活動を実施し
ました。１月にはTACと役員、各関係部署職員
で同行訪問活動の意見等検討会議を実施し、今
後の対策や取組みに対して協議を行いました。
　常勤役員とTAC職員がペアとなり133軒を訪
問しました。

組合員との対話・意志反映  〔アクティブ・メンバーシップ対策〕

　６月の総代懇談会は３日間６会場で多くの質疑・意見をいただきました。また、11月の秋季懇談
会については、８日間のべ８会場で開催しました。販売高100億円に向けての取組み状況や上半期
決算などについて報告し、組合員の皆さんと意見交換をし、要望等を広く聞くことができました。

　支店ふれあい委員会では、組合員や地域住民の方々が安心して暮らせる豊かな地域社会を目指し取り組んでいます。地域
との交流のほか、地域の防犯活動（特殊詐欺被害防止運動など）や地域の活動などにも協力しています。組合員や地域住民と
つながりを持ち、参加・参画による協同活動を各地区で積極的に実践しています。

▲地域のイベントに出店（志津支店） ▲防犯活動（吉身支店） ▲草津川クリーン大作戦（草津支店）

JAと地域農業者との信頼関係の強化組合員の意思反映

　組合員向け広報誌「ゆいっと」を通じて利用者アンケート
を12月末から実施しました。自己改革の取り組みに対する
評価と更なるニーズを把握し、自己改革工程表の見直しを
行っています。

利用者アンケート

地域 の 活性化

▲ウオールプランツワークショップ ▲そば打ち体験 ▲手ぬぐい帽子づくり

▲おやこひろば

JA健康寿命100歳プロジェクトの充実による組合員の健康増進（100歳まで元気に過ごせるプロジェクト）

　女性部では支部の垣根を越えた女性部
員の交流を図るため、あいきょうの森と長
浜・醒ヶ井地区散策やウォーキングを開催
しました。

　くらしの活動では「家
の光」の記事を活用した
講座やワークショップ
を企画。広く参加者を募
集し仲間づくりの輪を
広げています。

▲防災教室 ▲スマホ教室

　各地区で９月に組合員・地域利用者を対
象に「健康教室」と「防災教室」を開催。身近
なものを使った応急手当などについて学
びました。また、１月には生活の必需品と
なっているスマートフォンの基本操作な
どを学ぶ「スマホ教室」を開催し、多くの方
に参加いただきました。

食と農をテーマに食育や農業と親しむ

▲わんぱくスクール ▲親子料理教室

　親子で協力しながら行う野菜の定植や収穫体験を開催
しました。その他、地域の野菜を使った親子料理教室など
食と農をテーマにしたイベントも実施しています。
　栗東地区で開催しているわんぱくスクールは、今年度4
回開催し、のべ173人に参加いただきました。

▲おやこひろば

r y& A c tionr y& A c tionこれからも地域と共に

JAレーク滋賀の

自分の手で育て、作ること
で農と食の大切さを学び
ました。

農業経営や地域
農業が抱える課
題・要望を聞き取
りました。

次年度以降の計画や事業
運営に反映するため協
議・検討しています。

自然の中でリフレッシュして新しい仲間
と親睦を図りました。
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営農情報
刈払い機を使った安全な除草作業のために

　春を迎えて計画的に農作業をこなさなければならない季節となりました。畦畔等の除草作業
には刈払い機は欠かせませんが、常に安全作業に心掛けましょう。

ポイント

1
体
の
保
護
を
し
っ
か
り
と

　切
断
し
た
草
、
小
石
等
が
た
く
さ
ん

飛
ん
で
き
た
り
、
異
物
が
隠
れ
て
い
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
保
護
メ
ガ

ネ
に
は
曇
り
止
め
を
塗
り
、
必
ず
手
袋

を
着
用
し
ま
す
。

ポイント

2
刈
払
機
の
刈
刃
は

必
ず
点
検
を

　刈
刃
は
確
実
に
固
定
し
ま
す
。（
ネ
ジ

を
回
す
方
向
に
注
意
す
る
）

　使
用
中
に
異
常
を
感
じ
た
場
合
に

は
、必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
刈
刃

等
を
点
検
し
ま
す
。

　岩
、
石
、
切
株
な
ど
の
障
害
物
に
接

触
さ
せ
る
と
、
刈
刃
が
破
損
す
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
刈
刃
を
点
検
し
ま
す
。

ポイント

3
刈
払
機
の
飛
散
物
防
護

カ
バ
ー
は
は
ず
さ
な
い

　刈
刃
の
飛
散
物
防
護
カ
バ
ー
を
、決
ま
っ

た
位
置
に
取
り
付
け
て
使
用
し
ま
す
。後
ろ

へ
ず
ら
し
た
り
、
取
り
外
し
た
り
す
る
の
は

危
険
で
す
。

　破
損
し
た
場
合
に
は
、
新
品
に
交
換
し

ま
す
。

　刈
刃
へ
の
巻
き
付
き
、
詰
ま
り
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
さ
せ
、

刈
刃
が
止
ま
っ
た
の
を
確
認
し
て
か
ら
取
り
除
き
ま
す
。
飛
散
物
防

護
カ
バ
ー
を
装
着
し
、
安
全
に
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

ポイント

4
刈
払
作
業
の
前
に
、

空
き
缶
等
を
片
付
け

　草
む
ら
の
中
に
空
き
缶
等
が
あ
る

と
、
飛
ん
で
き
て
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
異
物
を
取

り
除
い
て
か
ら
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

　刈
刃
に
巻
き
付
き
そ
う
な
、
テ
ー
プ
、
針
金
等
も
取
り
除
き
ま
す
。

測
量
杭く

い

な
ど
除
去
で
き
な
い
も
の
へ
目
印
を
付
け
ま
す
。

防護メガネ

防護手袋

すね当て

安全ぐつ

農研機構ＨＰは
こちら

締める

緩める

　こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
参
考
事
項
が
農

研
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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TAC
活動報告

9月～2月

令和５年度
　　事業承継講座（９月～１月）

令和５年度下期についてもTAC間や各営農経済センター、
各部門と連携してTAC活動に取組みました。
その取組みの一部を紹介させていただきます。

令和５年産
　秋冬トレビスの栽培（９月～２月）

　春作トレビスに引続き、秋冬トレビスについてもTACを中心に生産者への提案
活動を実施しました。秋冬トレビスでは12名の生産者に栽培に取り組んでいただ
き、11月～２月の期間で4,672ケースの出荷がありました。TACについても今津
営農経済センターの農業経営事業でトレビス栽培をセンター職員と連携して取り組
み、実際に定植や収獲・出荷調整作業を行いました。
　今作の生育状況や出荷実績など踏まえ、令和６年度も引続きトレビス栽培の生産拡大に取り組みます。

集落営農法人を対象とした
　　　情報交換会の開催（11月、２月）
　地区をまたいだ農業者同士の交流を目的に大津南、草津、栗東の３地
区の集落営農法人を対象とした情報交換会を７月に引続き、11月と２月
に開催しました。
　11月は、大津南地区の（農）農

の ー む
～夢せきのつさんのほ場で、水稲の緑肥

栽培（ヘアリーベッチ）や小麦（びわほなみ）の生育状況、トレビス、キャベツの取組みなどの現地研修を実施し
ました。
　２月は、スマート農業の導入に向けたツールとして栽培管理システム「ザルビオ フィールドマネージャー」の仕
組みや使用方法などについてBASFジャパンの担当者から説明いただきました。
　また、大津南営農経済センターのドローンを活用した小麦の穂肥施肥の実演を実施しました。

　農業者の次世代への事業承継は全国的な課題となっ
ています。令和５年度、TACと担い手サポートセン
ターが連携し、担い手農業者の円滑な事業承継を目的
に「令和５年度事業承継講座」を開き３組の担い手農
家が受講されました。
　講座については全４回のカリキュラムで個別に開催
し、各担い手農業者
の農業経営に関する
状況に応じた解決策
を提案しました。
　今後も、TACは農
業者の円滑な事業承
継に向けて支援に取
り組みます。

　TAC職員の知識向上や情報共有、県内TACと
のさらなるネットワークの構築強化を目的にTAC
活動を積極的に行っているJA東びわこのTAC職
員と情報交換会を実施しました。情報交換会では
各JAでのTAC活動について積極的に意見交換し
ました。今後もTAC職員のレベルアップを目指し、
定期的な開催を予定しています。

JA東びわこTAC職員との
　　　　情報交換会（１月）
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ゆいっとニュース 旬の情報を

お届けします！

本部

近
江
米「
み
ず
か
が
み
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
輸
出

「
い
ち
ご
マ
ル
シ
ェ
」

オ
ー
プ
ン

草津

地
域
の
ふ
れ
あ
い
と
つ
な
が
り
を

支
店
協
同
活
動

本部

　
Ｊ
Ａ
全
農
し
が
と
当
Ｊ
Ａ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
向

け
、近
江
米
「
み
ず
か
が
み
」
を
輸
出
し
ま
し
た
。
輸

出
先
は
世
界
各
地
で
日
本
産
米
専
門
店
を
展
開
す
る

株
式
会
社
。
昨
年
、公
務
で
米
国
を
訪
れ
て
い
た
滋
賀

県
の
三
日
月
大
造
知
事
と
全
農
し
が
滋
賀
県
本
部
の

山
田
保
本
部
長
が
現
地
で
合
流
し
、
近
江
米
の
販
路

拡
大
に
向
け
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
。
品
質
や
条
件
を
ク
リ
ア
し
た
、
野
洲
市
産
の

環
境
こ
だ
わ
り
米
「
み
ず
か
が
み
」（
１
等
）
3.6
ｔ
が

輸
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
９
日
、全
農
し
が
と
県
庁
を
訪
問
し
、輸
出
を

三
日
月
知
事
に
報
告
し
た
木
村
義
典
理
事
長
は
「
国

内
の
み
な
ら
ず
、海
外
の
消
費
者
に
も
喜
ん
で
も
ら
え

る
良
質
な
米
を
安
定
的
に
提
供
し
た
い
」
と
意
気
込

み
を
話
し
ま
し
た
。

　
滋
賀
県
で
は
新
規
就
農
者
を
中
心
に
イ
チ
ゴ
栽
培

が
盛
ん
で
す
。
当
Ｊ
Ａ
管
内
で
も
年
々
、
作
付
が
増

え
、
今
年
度
は
新
規
就
農
者
が
２
人
、
既
存
農
家
の

増
棟
を
含
め
面
積
も
約
30
ａ
増
加
し
ま
し
た
。

　
収
量
増
加
に
伴
い
新
た
な
販
路
と
販
売
を
強
化
す

る
た
め
、イ
チ
ゴ
に
特
化
し
た
直
売
イ
ベ
ン
ト
「
い
ち

ご
マ
ル
シ
ェ
」
を
栗
東
市
の
農
産
物
直
売
所
「
田
舎
の

元
気
や
」前
に
オ
ー
プ
ン
。
期
間
は
１
月
６
日
か
ら
５

月
５
日
の
毎
週
土
日
で
、延
べ
36
回
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
初
日
の
１
月
６
日
、
マ
ル
シ
ェ
は
多
く
の

来
店
者
で
に
ぎ
わ
い
、
用
意
し
た
105
パ
ッ
ク
は
開
始
か

ら
２
時
間
で
売
り
切
れ
ま
し
た
。

　
担
当
者
は
「
一
般
的
な
販
売
ま
で
の
長
い
流
通
過

程
を
省
略
す
る
こ
と
で
新
鮮
な
い
ち
ご
を
楽
し
め
ま

す
。
ぜ
ひ
、
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
販
売
に
意

欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
志
津
支
店
は
１
月
22
日
、
支
店
周
年
祭
を
開
き
ま

し
た
。

　
周
年
祭
で
は
、
同
支
店
ふ
れ
あ
い
委
員
会
と
支
店

職
員
が
、
地
域
の
ふ
れ
あ
い
と
つ
な
が
り
を
深
め
る

支
店
協
同
活
動
と
し
て
協
力
し
、
焼
き
芋
機
で
焼
い

た
約
20
㎏
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
来
店
客
に
ふ
る
ま
い
ま 

し
た
。

　
ま
た
、
店
先
で
は
草
津
地
区
の
営
農
購
買
課
と
連

携
し
て
地
元
産
米
や
醤
油
、
漬
物
の
素
な
ど
の
購
買

商
品
や
農
業
用
雑
貨
な
ど
の
販
売
、
同
支
店
で
毎
週

月
曜
日
に
朝
市
を
開
い
て
い
る
女
性
部
草
津
支
部
の

ふ
れ
あ
い
市
部
員
が
、
新
鮮
野
菜
を
販
売
し
周
年
祭

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
岩
井
康
市
郎
支
店
長
は
「
地
元
の
皆
さ
ん
に
支
え

て
い
た
だ
き
、
お
陰

様
で
新
店
舗
に
な
り

11
周
年
を
迎
え
る
こ 

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
に

必
要
と
さ
れ
る
支
店

と
し
て
、
さ
ら
に
親

し
み
や
す
い
支
店
づ

く
り
に
努
め
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

出荷された「みずかがみ」を手に
㊧木村理事長㊥三日月知事㊨山田本部長

管内で栽培されたイチゴがズラリ

買い物客でにぎわう店先
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ゆいっとニュース 旬の情報を

お届けします！

　
新
旭
支
店
と
今
津
支
店
は
１
月
10
日
か
ら
管
内
の

保
育
園
と
幼
稚
園
の
園
児
に
よ
る
絵
画
展
を
開
催
し

ま
し
た
。
農
作
物
を
テ
ー
マ
に
野
菜
や
果
物
、
ご
飯
、

田
ん
ぼ
な
ど
を
色
鮮
や
か
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
新
旭
支
店
で
は
約
70
点
を
１
階
の
ロ
ビ
ー
に
、
今

津
支
店
で
は
２
階
の
ホ
ー
ル
に
約
50
点
の
作
品
を
展

示
し
ま
し
た
。

　
１
歳
の
孫
と
一
緒
に
訪
れ
た
組
合
員
は
「
上
手
に

描
け
て
る
ね
。
大
き
く
な
っ
た
ら
描
い
て
飾
ろ
う
ね
」

と
孫
の
顔
を
覗
き
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
津
支
店
の
河
原
田
功
支
店
長
は
「
Ｊ
Ａ
と
地
域

住
民
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
交
流
と
し
て
、今
後
も
続

け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

栗東

日
頃
の
感
謝
を
込
め
て

周
年
祭
開
催

「
び
わ
こ
パ
ー
ル
い
ち
ご
」

全
国
初
！
真
珠
貝
を
活
用

高島

ち
び
っ
こ
作
品
展
開
催

守山野洲

　
㈱
Ｊ
Ａ
栗
東
市
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
―

Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
栗
東
」
は

日
頃
、
給
油
所
を
利
用
す
る
お
客
様
へ
感
謝
を
伝
え

よ
う
と
１
月
12
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
９
周
年
祭
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
を
超
特
売
価
格
で
販
売
し
、
満

タ
ン
給
油
し
た
方
に
記
念
品
を
、同
乗
の
お
子
さ
ん
に

は
お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。周
年
祭
に
は
列

が
出
来
る
ほ
ど
、
多
く
の
来
店
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
同
給
油
所
は
、イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
店
舗
づ
く
り
と
し
て
、
定
期
的
に
「
プ
リ
カ

祭
」
や
「
洗
車
祭
」、「
灯
油
祭
」
を
実
施
。
ま
た
組

合
員
限
定
の
特
典
と
し
て
毎
月
何
度
も
利
用
で
き
る

ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
の
割
引
券
を
発
行
し
好
評
で
す
。

　
職
員
は
「
多

く
の
方
に
利
用

し
て
い
た
だ
け

て
嬉
し
い
。
こ

れ
か
ら
も
お
客

様
に
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
開
催

し
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
守
山
市
で
、
淡
水
真
珠
の
貝
殻
を
使
っ
て
育
て
た

「
び
わ
こ
パ
ー
ル
い
ち
ご
」
が
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　
真
珠
貝
の
殻
を
活
用
し
た
青
果
栽
培
は
全
国
初

の
取
組
み
で
、
同
市
特
産
の
真
珠
と
イ
チ
ゴ
を
同
時

に
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

デ
ビ
ュ
ー
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず 

多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
イ
チ
ゴ
や
ス
イ
ー
ツ
を 

買
い
求
め
ま
し
た
。

　
同
様
に
育
て
た
「
も
り
や
ま
び
わ
こ
パ
ー
ル
野
菜
」

も
人
気
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

記念品をプレゼント

「びわこパールいちご、おいしいよ！」

作品を鑑賞する来店者

見
て
い
る
だ
け
で

楽
し
く
な
る
ね
！
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イベントの詳細はSNSや店頭POPをご覧ください!

新春　福袋販売

直売所だより直売所の
イベントなどの

情報をお届けします
！ レーク滋賀

JAレーク滋賀のSNSで
情報をキャッチ!!

の で

情報をキャッチ!!
イベントやキャンペーンなど、
様々な情報を発信中！ 友だち

募集中

@ja_lakeshiga

JAレーク滋賀

うれしい情報をLINEでお届け！田舎の元気や おうみんちグリーンファーム堅田

３
月
の
イ
ベ
ン
ト
予
定

※イベント名、内容は変更になる可能性があります。

　1月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か

け
て
、グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
石

山
店
、お
う
み
ん
ち
守
山
店
、

草
津
あ
お
ば
な
館
で
新
年
恒

例
の
福
袋
販
売
を
し
ま
し
た
。

　野菜
が
入
っ
て
い
た
り
、お

米
が
入
っ
て
い
た
り
と
各
店

舗
特
色
の
あ
る
福
袋
が
並

び
、来
店
客
は
お
目
当
て
の
福

袋
を
手
に
取
り
大
変
好
評
で

し
た
。

グリーンファーム
堅田店

３月１日㈮～３１日㈰ 春の野菜クイズ開催！　店内に貼り出すクイズに答えてね(^^)/

3月23日㈯ 「市場よりお魚」販売！

3月2日㈯・3日㈰ バイキングレストランで「甘酒スイーツ」、
 ジェラートコーナーでは「甘酒・さくらのジェラート」を販売
3月16日㈯～21日㈭ 春のお彼岸お花売り出し
3月２０日（水･祝） 春気分！屋台販売開催
揚げたて近江牛コロッケ、醤油フランク、和菓子販売、超お買い得！お米の販売
※販売内容は天候により当日変更の可能性あり

グリーンファーム
石山店

草津あおばな館

3月1日㈮~31日㈰ ＼わかるかな？／ あおばな館おもしろクイズ

3月10日㈰ びわ湖マラソン開催のため臨時休業

おもしろクイズを出題。お楽しみに♪
ズバリ賞には3,000円分の商品券プレゼント！他にも景品があります！
※当選者多数の場合は抽選とさせていただきます。

3月23日㈯ 「お楽しみ抽選会」開催!
1等は2,000円分のお買い物券!
※当日1,000円（税込）以上お買い上げレシート1枚につき1回抽選に参加できます。
※お子様（小学生以下）・グリーンファーム堅田インスタグラムのフォロワーさんは
　お買い物の有無にかかわらず1回抽選に参加できます！

正解者の中より抽選で5名様にファーマーズマーケット商品券500円プレゼント！

おうみんち守山店

田舎の元気や

毎週土日はいちごマルシェ　管内イチゴが大集合!

滋賀県産の
とれたていちごが

大集合！

おうみんち守山店草津あおばな館 グリーンファーム石山店

3月16日㈯ おさかな販売 【市場から海鮮特売！】
3月16日㈯～24日㈰ 春のお彼岸お花販売
3月24日㈰ GO TO MARCHE 【キッチンカーや雑貨屋などが集結！】
3月25日㈪～27日㈬ 月末セール

マ ル シ ェ
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【本　　部】  食育直売部　　　　TEL. 077-582-8128
【大津支部】  大津地区統括本部　TEL. 077-525-8547
【草津支部】  草津地区統括本部　TEL. 077-562-2391
【栗東支部】  栗東地区統括本部　TEL. 077-552-0531

【守山・野洲支部】 
 守山野洲地区統括本部（VIVA!あけとみ）
　　　　　　　　　　　　　　  TEL. 077-585-2345
【高島支部】  高島地区統括本部　TEL. 0740-28-7755

女性部員募集中 ～お気軽にお電話ください～

輝
く
！
女
性
部
だ
よ
り

J
A
レ
ー
ク
滋
賀
女
性
部
は
、日
々
、女
性
部
活
動
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。そ
の
活
動
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

※ご応募多数のためすべて紹介できませんので、予めご了承くださいますようお願い申し上げます。

「びわたん」のぬりえをご紹介レーク滋賀通信Vol.4でご応募いただいた

野洲市 I.Yちゃん（8さい） 大津市 Aちゃん（9さい） 草津市 Y.Kちゃん（11さい）・S.Kちゃん（1さい）

た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

少
し
ず
つ
で
す
が「
ゆ
い
っ
と
」で

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　18
日
、総
務
本
部
調
理
室
で「
米

粉
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
づ
く
り
」教
室
を

開
き
、19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。か

つ
て
Ｊ
Ａ
で
米
粉
ク
ッ
キ
ン
グ
教

室
の
講
師
を
務
め
た
小
谷
實
登
子

さ
ん
が
講
師
を
務
め
、部
員
10
人
が

サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　女
性
部
員
か
ら「
農
業
ま
つ
り
で

販
売
し
て
大
好
評
だ
っ
た
の
で
ま

た
作
り
た
い
」と
声
が
上
が
り
、今

回
の
開
催
が
実
現
。地
元
産
の
米
粉

と
卵
を
た
っ
ぷ
り
使
い
、「
し
っ
と

り
ふ
わ
ふ
わ
」の
ス
ポ
ン
ジ
を
焼
き

あ
げ
ま
し
た
。

　参
加
者
は「
ま
た
家
で
も
作
り
た

い
。他
の
メ
ニ
ュ
ー
で
の
開
催
も
リ

ク
エ
ス
ト
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

「
親
子
で
ほ
か
ほ
か

  

肉
ま
ん
作
り
」開
催

 

　
　
　

 

　
　
　

 

栗
東
地
区

包み方をアドバイス

米粉は
地元産１００％

環
境
に
や
さ
し
い

「
ぼ
か
し
肥
料
」づ
く
り

 

　
　
　

 

　

 

　

  

草
津
地
区

　１
月
22
日
、常
盤
支
店
で

園
芸
教
室
を
開
き
、受
講
生

16
人
が
参
加
し
、ぼ
か
し
肥

料
づ
く
り
を
学
び
ま
し
た
。

　草
津
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
の
岸
田
英
三
さ
ん
が

講
師
を
務
め
ま
し
た
。受
講

生
は
熱
心
に
講
義
に
聞
き

入
り
、ぼ
か
し
肥
料
の
使
い

方
の
他
に
も
タ
マ
ネ
ギ
を
栽

培
す
る
際
の
追
い
肥
の
タ
イ

ミ
ン
グ
な
ど
積
極
的
に
質
問

し
ま
し
た
。

　講
習
後
は
、支
店
の
軒
先

で
米
ぬ
か
、油
粕
、魚
粉
な

ど
数
種
類
の
ぼ
か
し
肥
料

の
材
料
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
混
ぜ
合
わ
せ
、受
講
生
は

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
み
な

が
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。

力仕事は
みんなで協力

く
ら
し
の
活
動
だ
よ
り

く
ら
し
の
活
動
だ
よ
り

人
気
の
米
粉
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

復
活　

　
　
　
　
　
　

  

大
津
支
部

　１
月
13
日
、地
域
住
民
を

対
象
に「
親
子
で
ほ
か
ほ
か

肉
ま
ん
作
り
」を
開
催
し
、４

組
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　講
師
は
薬
膳
料
理
教
室
で

お
世
話
に
な
っ
た
横
田
佳
子

さ
ん
。「
ほ
か
ほ
か
肉
ま
ん
」の

他
、「
冬
根
っ
こ
野
菜
ゴ
ロ
ゴ

ロ
の
味
噌
ス
ー
プ
」「
華
の
ワ

ン
ポ
ッ
ト
テ
ィ
ー（
台
湾
の
高

山
烏
龍
茶
）」を
作
り
ま
し
た
。

　子
ど
も
達
は
餡
を
包
む
作

業
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
講
師

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
丁

寧
に
包
み
ま
し
た
。

　参
加
者
は「
体
が
ポ
カ
ポ

カ
し
て
と
て
も
温
ま
っ
た
。寒

い
日
が
続
い
て
い
る
の
で
、家

で
も
作
り
た
い
」と
話
し
ま

し
た
。

あ
ん
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勝ち抜き！ LINE友だち限定企画

あなたはどっちの「びわたん」を選ぶ？

JAレーク滋賀
公式LINEアカウント

当選者の発表は、プレゼントの発送を
もってかえさせていただきます。
皆さまからいただいた個人情報は、プレゼント
発送の目的以外では使用いたしません。

①公式LINEアカウントから
　「びわたん」勝ち抜き人気投票専用ページへ
②A・B好きな「びわたん」を選ぶ
③必要事項を入力

投票は
こちら
から！

B
前回の
勝ち抜き
びわたん

人気投票開催！
毎月、「びわたん」のいろんな姿を紹介します！ あなたはどっちの「びわたん」が好きですか？ 

抽
選
結
果
の
発
表

投
票
方
法

新
鮮
野
菜
を

P
R
す
る「
び
わ
た
ん
」

最終回

応募締切

3月13日
（水）

得票数
53票

得票数15票
残念！敗れたびわたん

※カラーとデザインはお選びいただけませんので
ご理解よろしくお願いします。

プレゼント

「びわたん」
オリジナル
ハンドタオル
をプレゼント！

得票数の多かった「びわたん」に
投票された方の中から抽選で10名様にA

「
ピ
ー
ス
！
」 

ご
機
嫌
び
わ
た
ん

8
回
勝
ち
抜
き
！

　令和５年度決算に伴う商品棚卸しのため、3/29（金）は下記の事業所
で営業時間を変更させていただきます。ご不便をおかけいたしますが、
ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

営業時間　8時30分～12時まで

お問い合わせ
  営農経済センター（購買業務）  
●大津地区  
　大津北営農経済センター　077-572-1158
　大津南営農経済センター　077-549-8111

●栗東地区  
　栗

（資材センター含む）
東営農経済センター　　077-552-5290

●高島地区  
　今津営農経済センター　　0740-22-4545
　新旭支店（購買窓口）　　　0740-25-2628
　マキノ支店（購買窓口）　　0740-27-1193
　安曇川営農経済センター　0740-32-1260
　朽木事業所　　　　　　　0740-38-2326

●草津地区  
　草

（アグリショップ含む）
津営農経済センター　　077-562-2186

　山田支店（購買窓口）　　　077-562-0810

●守山野洲地区  
　守山営農経済センター　　077-585-4385
　野洲営農経済センター　　077-588-3135
　中主営農経済センター　　077-589-2901
　吉川事業所　　　　　　　077-589-3047

  ガス事業所  
　大津北部ガス事業所　　　077-572-2135
　湖南ガス事業所　　　　　077-564-8499
　高島ガス事業所　　　　　0740-25-3402
※緊急対応等は通常どおり対応いたします。※3/29午前中のご注文については、

　4/1の配達とさせていただきます。

決算に伴う
一部営業時間変更のお知らせ 3/29

　4/1（月）からは通常営業となります。

総代選挙のお知らせ
任期満了に伴う第2期の選挙を下記のとおり行います。

▪ 選挙期日：３月15日（金）

▪ 投票開始時刻：午前8時

▪ 投票終了時刻：午後5時

▪ 選挙定数：550名

▪ 任　　期：3年間

選挙区 定数 投票所・開票所
大津市 173 大津地区統括本部
草津市 78 草津地区統括本部
栗東市 40 栗東地区統括本部

守山市・野洲市 145 守山野洲地区統括本部
高島市 114 高島地区統括本部

※無投票当選の場合は事前に掲示場および当JAホームページに掲示いたします。

※投票用紙に記載すべき選挙する総代の数：1名

▪ 選挙区および定数・投開票所
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勝ち抜き！ LINE友だち限定企画

あなたはどっちの「びわたん」を選ぶ？

JAレーク滋賀
公式LINEアカウント

当選者の発表は、プレゼントの発送を
もってかえさせていただきます。
皆さまからいただいた個人情報は、プレゼント
発送の目的以外では使用いたしません。

①公式LINEアカウントから
　「びわたん」勝ち抜き人気投票専用ページへ
②A・B好きな「びわたん」を選ぶ
③必要事項を入力

投票は
こちら
から！

B
前回の
勝ち抜き
びわたん

人気投票開催！
毎月、「びわたん」のいろんな姿を紹介します！ あなたはどっちの「びわたん」が好きですか？ 

抽
選
結
果
の
発
表

投
票
方
法

新
鮮
野
菜
を

P
R
す
る「
び
わ
た
ん
」

最終回

応募締切

3月13日
（水）

得票数
53票

得票数15票
残念！敗れたびわたん

※カラーとデザインはお選びいただけませんので
ご理解よろしくお願いします。

プレゼント

「びわたん」
オリジナル
ハンドタオル
をプレゼント！

得票数の多かった「びわたん」に
投票された方の中から抽選で10名様にA

「
ピ
ー
ス
！
」 

ご
機
嫌
び
わ
た
ん

8
回
勝
ち
抜
き
！
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　当JAの法律顧問である弁護士法人 淀屋橋法律事務所による組合員
向けの無料法律相談会を実施します。
　法律問題であれば、相談内容は相続（税務相談除く）・離婚・債務
整理・交通事故など種類は問いません。秘密は厳守されます。完全
予約制のため、相談希望の方は事前に電話予約をお願いします。

■ 開催日 ■ 連絡先
　 総務部　077-525-4343

■ 開催時間
　 15時～ 17時

■ 受付人数
　 各会場４名

ゆいっとプレゼントゆいっとプレゼント

法 律 相 談
弁護士による無 料

完全
予約制

●郵便番号 ・住所
●氏名 ・年齢
●電話番号
●パズルの答え
●よかったコーナー
●その他ご感想

520-0806

浜
出
打
市
津
大

14

１
の

 
 

係

手
切
63

毎月の経営管理委員会・理事会の協議事項は、当JAホームページ（ja-lakeshiga.or.jp/）をご覧ください。

はがきに下記を記入いただき、ご応募ください。
下記二次元コードからも応募いただけます。

LINEで簡単応募フォーム
公式LINEアカウント
に登録 ➡

画面右下の
プレゼント応募を
タップ！
簡単応募フォーム
から応募できます！

LINEで
当選確率UP！

※皆さまからいただいた個人情報は、クイズ当選者発送
の目的以外では使用いたしません。　※当選者の発表は、
プレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

応
募
方
法

※商品やカラー、デザインはお選びいただけませんので
　ご理解よろしくお願いします。

クロスワードパズルに答えて景品をGetしよう！！

正解者の中から抽選で12名様に
「びわたん」オリジナルグッズの
トートバック（2名様）やハンドタオル（10名様）が当たります！

たくさんのお便りありがとうございました。
一部ですが掲載させていただきます。
皆さまのご意見・ご要望につきましては、
今後の事業や広報活動に活かしてまいります。

皆さまからのお便り
みんなの
ひろば

ムムララココ権権人人

ＪＡ滋賀中央会の作文集「思わず心があったまる話」より

　雪うさぎ（下）

●「ゆいっとニュース」の能登半島地震の被災者に対しての
支援物資発送のニュースに感動と感謝の気持ちでいっぱい
になりました。（大津市 K.Tさん）

●最近生まれて初めての農作業に挑戦しています。「ゆいっ
と」の特集を楽しみにしています。中々難しいですが、毎
日眺めて楽しんでいます。（草津市 M.Nさん）

●いつも「教えて！JA」のコーナーを拝見し、プランター
に応用して、収穫を楽しんでます。いつもありがとうござ
います。（栗東市 S.Fさん）

●ハンドタオル当たりました。ありがとうございました。い
つも半信半疑で応募していたので  本当に嬉しいです。こ
れからも応募させていただきます。（野洲市 K.Tさん）

●我が家も環境こだわり農業で米作り頑張っています。「特
集」の山本さんみたいに元気でいつまでも農業に携わって
行きたいです。（高島市 M.Nさん）

●もっと近くにJAレーク滋賀の直売所があればいいのになぁ。
　（大津市 M.Tさん）
●「らくらく健康レシピ」の小松菜のグリーンクリームパスタを

ぜひとも作ってみたいと思い、冷蔵庫を調べたら材料がすべて
そろっていました！早速今夜作ります！（草津市 Y.Oさん）

●「直売所だより」はイベントを教えてもらえて大変参考になり
ます。来月の予定に入れておけます。ありがとうございます。

　（栗東市 M.Tさん）
●最近はしっかり「人権コラム」拝読しています。心あたたまり、

次回が待ちどおしくなりますね。「らくらく健康レシピ」のバ
ナナバウムクーヘン美味しそうなので挑戦してみようかな！

（守山市 M.Kさん）
●大きな震災があって、ニュースを見るたび心が痛みます。何か

私にできることはないかと思います。僅かな募金しかできませ
んが、一日でも早い復興を願うばかりです。（高島市 H.Fさん）

かと考え、あの雪うさぎを
思い立ったのです。私は屋
上へ行ってまっさらな雪で
うさぎを作りました。融け
ないように急いであなたの
もとへ運んでいくと、あな
たは涙を流して喜んでくだ
さいましたね。そしてあり
がとうとおっしゃいました。
それが雪の見納めとは知らずに……。
　私は二日後退院し、それから三ヶ月後、春を待たず
にあなたは逝ってしまいました。
　あれから十年、私は二十三歳になりました。今でも
あなたとの出会いを道標に人生を歩んでおります。あ
なたは、最愛のご主人さまとの再会は果たされました
か。お二人で仲良く永遠の命を生きてください。

敬具

　それから私達は日に日に仲良くなりましたね。私は
編み物を教えていただき、当時思いを寄せていた人に
マフラーを編んだのでした。それからは順調に回復し、
元気になった私はまるで看護師さんのようにあなたの
世話を焼き始めました。体を拭いたり手足をマッサー
ジしたり、その度にあなたは、ありがとうと言って満
面の笑顔を私に向けてくれたのでした。そうして私は
残り少なくなった病院生活を、あなたとの思い出で埋
めていったのです。
　私が退院を三日後に控えた夜、雪が降りましたね。
昼間からとても寒い日でその晩は夜通し雪が降ったの
です。朝になって窓を開けると真下に見える小学校の
校庭は真っ白になっていました。私ははしゃいであな
たに雪が積もった、と教えました。するとあなたは見
たいけれどこの体じゃね、と残念そうになさいました。
そうです。あなたの体はもうすっかり動かなくなって
いました。
　私は涙が出そうになるのを抑えて何か手はないもの
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　当JAの法律顧問である弁護士法人 淀屋橋法律事務所による組合員
向けの無料法律相談会を実施します。
　法律問題であれば、相談内容は相続（税務相談除く）・離婚・債務
整理・交通事故など種類は問いません。秘密は厳守されます。完全
予約制のため、相談希望の方は事前に電話予約をお願いします。

■ 開催日 ■ 連絡先
　 総務部　077-525-4343

■ 開催時間
　 15時～ 17時

■ 受付人数
　 各会場４名

ゆいっとプレゼントゆいっとプレゼント

法 律 相 談
弁護士による無 料

完全
予約制

●郵便番号 ・住所
●氏名 ・年齢
●電話番号
●パズルの答え
●よかったコーナー
●その他ご感想

520-0806

浜
出
打
市
津
大

14

１
の

 
 

係

手
切
63

毎月の経営管理委員会・理事会の協議事項は、当JAホームページ（ja-lakeshiga.or.jp/）をご覧ください。

はがきに下記を記入いただき、ご応募ください。
下記二次元コードからも応募いただけます。

LINEで簡単応募フォーム
公式LINEアカウント
に登録 ➡

画面右下の
プレゼント応募を
タップ！
簡単応募フォーム
から応募できます！

LINEで
当選確率UP！

※皆さまからいただいた個人情報は、クイズ当選者発送
の目的以外では使用いたしません。　※当選者の発表は、
プレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

応
募
方
法

※商品やカラー、デザインはお選びいただけませんので
　ご理解よろしくお願いします。

クロスワードパズルに答えて景品をGetしよう！！

正解者の中から抽選で12名様に
「びわたん」オリジナルグッズの
トートバック（2名様）やハンドタオル（10名様）が当たります！

たくさんのお便りありがとうございました。
一部ですが掲載させていただきます。
皆さまのご意見・ご要望につきましては、
今後の事業や広報活動に活かしてまいります。

皆さまからのお便り
みんなの
ひろば

ムムララココ権権人人

「びわたん」シルエットを探そう！
ヒントはこちらぜ

んぶで５
つ

❶ 3月下旬から4月上旬までの学校
の休暇

❷ イエスの反対語
❸ 俳句や和歌で規定より音数が多い
もののこと

❹ いいかげんなことはしません
❻ 海に潜って貝などを採ります
❾ どこからか梅の花の――が漂って
きた

❿ 卒業生が校長から卒業――を授与
された

⓫ 捕手とバッテリーを組みます
⓭ 原稿――、投票――
⓮ 雨宿りのときに借ります
⓰ 姫路や彦根、松本のものが有名

❷ 歌のうまさを競うイベント
❺ 釣りで使う擬餌針のこと
❼ 舌で感じ取るもの
❽ 日本一高いものは3776mあります
❾「峠の――」は群馬県・JR横川駅
の名物駅弁です

⓫ 人や車が行き来する道のこと
⓬ このような役を演じられるとは役
者――に尽きます

⓮ ものを記憶する器官
⓯ホルスタイン、ジャージーといえば
⓰ 寄せ書きに使ったりサインをもらっ
たり

⓱ ホワイトデーに贈ることもある、
ふわふわと軟らかいお菓子答え

※
答
え
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

前回答え：シユプール

ヨコのカギ タテのカギ

二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

前回応募総数 184通　

⑴ 3ページ
⑵ 5ページ
⑶ 7ページ

⑷ 8ページ
⑸ 13ページ

開　催　場　所 日　程
大津地区統括本部 大津市打出浜14-1 5/9（木）
草津地区統括本部 草津市上笠4-3-17 3/14（木）、5/16（木）
栗東地区統括本部 栗東市小野493-1 3/21（木）
守山野洲地区統括本部 守山市吉身3-7-6 4/11（木）
高島地区統括本部 高島市新旭町旭1-10-5 4/18（木）

3月13日水
応募締切

消印有効
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JAレーク滋賀
LINE友だち募集中！
@ja_lakeshiga

生春巻きの皮をキャベツに変えて。
ボリュームアップしながら糖質オフ!

やわらかい春キャベツに豚バラの油がたっぷり♪
レモンでさっぱりおいしくいただきましょう!フライパン1つで
できるレシピです。

びわたんの

らくらく健康レシピ

●用紙：適切に管理された森林の木材を使用して作られた紙です。
●インキ：バイオマスインキ。植物由来の資源を原料の一部に使用して製造したインキです。 
●印刷：「印刷工場」の環境負荷低減への取組みと、「印刷製品」の認定を受けています。

今月は
春キャベツ！

豚肉と春キャベツのレモンオイル蒸し

vol.

35

キャベツの生春巻き風

　年度末が近づいてきました。３月はいつ
もに増して忙しく感じますね。最近は仕事
もプライベートもやり残しが無いか自問自
答しています。やり残しは何とか今年度中
にクリアしたいものです。
　新年度も広報誌「ゆいっと」をよろしくお

願いいたします。新しい企画を立てて、広
報活動の幅をもっともっと広げていこうと考
えていますので楽しみにしていてください。
　最後に、何かと忙しい時期です。どうか
無理はせず、お体に気を付けてお過ごしく
ださい。

【発行】 JAレーク滋賀 【編集】 総合企画課／大津市打出浜14番1号
【TEL】 077-525-4346 【HP】 https://ja-lakeshiga.or.jp/

2024年3月号
vol.35

調理時間  　20分

調理時間  　15分

編
集
後
記

recipe

1

recipe

2

材　料（2人分）

作り方
❶豚肉は食べやすく切り、キャベツはざく切りにする。
❷レモンは皮をむいて輪切りにする。
❸フライパンにキャベツを敷き、豚肉、ミニトマト、❷を並べ入れて
塩、粗びき黒こしょうをふる。
❹Aをまわしかけ、蓋をして中火で約8分蒸す。豚肉に火が通ったら
サッと混ぜ合わせて器に盛る。

作り方
❶豚肉に酒をふる。オクラはガクを削り、パプリカは細切りにする。
❷鍋に湯を沸かして塩を入れ、豚肉、キャベツ、オクラをそれぞれゆ
で、水気を拭く。
❸キャベツは芯をそぎ落とし、広げる。残りの❷、パプリカを1/4量ず
つのせ、手前から巻く。
❹食べやすく切って器に盛り、ソースをつけていただく。

材　料（2人分）

豚バラ薄切り（160g）
春キャベツ（1/4個）
ミニトマト（6個）
レモン（1/2個）
塩（小さじ1/2）

豚ロースしゃぶしゃぶ用肉（150g）
キャベツ（4枚）
オクラ（4本）
パプリカ[赤・黄]（各1/2個）
酒（大さじ1）
塩（少々）
お好みのソース（適量）

紙
面
の
中
に

　
　

 

マ
ー
ク
が

5
つ
隠
れ
て
い
る
よ
！

探
し
て
み
て
ね
！

ヒ
ン
ト
は
15
ペ
ー
ジ
に
あ
る
よ
♪

白ワイン（大さじ2）、オリーブ油（大さじ2）、粗びき黒こしょう（適量）［ ］A


